
◆「アルコールハラスメント防止法」１枚提案書 
 

◆◆◆ 1.定義 ◆◆◆ 

「アルコールハラスメント防止法」とは飲酒の強要などのアルコールハラスメ

ントを防止するための法律です。飲み会をめぐる身体的被害と精神的苦痛を防

ぐものです。 

 

◆◆◆ 2.提案の背景 ◆◆◆ 

●飲み会への参加や飲酒の強要が横行している。 

●酔いつぶし行為や飲めない人への飲酒の強要によって、急性アルコール中毒

が多数発生しており、中には死亡事件も多数起きている。 

●職場や学校では飲み会への参加を断った者に対する報復行為が横行してい

る。 

●現状の飲み会は、参加する人にとっても参加しない人にとっても、ストレス

になることが多すぎる。 

●現行法は、アルコールハラスメントに対応できていない。 

●現行法では、アルコールハラスメントによって、他人を急性アルコール中毒

に至らしめても、加害者が賠償責任を負う確実性がない。 

●アルコールハラスメントについての認識が社会にまだ浸透していない。 

 

◆◆◆ 3.目的 ◆◆◆ 

●アルコールハラスメントをなくす。 

●アルコールハラスメントによる急性アルコール中毒をなくす。 

●飲酒による健康被害を減らす。 

●職場の飲み会をめぐる労働者のストレスを減らす。 

●飲酒の悪用(セクハラ、強姦、パワハラ、いじめ、謀略、マインドコントロー

ルなど)を阻止する。 

◆◆◆ 4.論理 ◆◆◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆◆◆ 5.構想 ◆◆◆ 

●アルコールハラスメントを明確に定義する。 

●飲み会をめぐる市民の権利を確立する。 

●具体的な禁止行為を定める。 

●未成年への教育、労働者や学生への啓発の実施を定める。 

●加害者の処遇を定める。 

 

＊＊＊ 署名のお願い ＊＊＊～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

このサイトでは署名活動を行っております。「署名する」のページに、署名フォ

ームがございますので、こちらをご利用ください。どうかよろしくお願いいた

します。

アルコールハラスメントの禁止と加害者の処遇をきちんと法制化し、加害

者の損失を確実化する。 

アルコールハラスメントを常態的に行っている者がリスクを意識し自戒す

るようになる。 

アルコールハラスメントが減少し、ひいては、アルコールハラスメントに

よる急性アルコール中毒者も減少する。 


